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研究成果の概要（和文）：本領域の、幹細胞研究と老化研究、疾患研究からのアプローチを統合し、「ステムセ
ルエイジングと疾患」研究を体系的に推進し、『老いと病』という今日的命題の解決に挑むという目的達成のた
め、総括班では以下の活動を行った。①領域の統括・調整・評価、②領域会議の開催、第16回幹細胞シンポジウ
ムの共催などを通した学術交流、③若手研究者の育成・支援、ならびに若手ワークショップ、④技術支援、⑤海
外のエイジング研究拠点との連携・国際交流支援、⑥広報活動。以上の活動の結果、領域内研究の効率的推進
と、若手研究者の育成が達成され、さらには、本領域に関わる研究者の学術的ネットワークが形成された。

研究成果の概要（英文）：To establish and promote the research area, "Stem Cell Aging”, we organized
 a committee and conducted the following activities: (1) coordination and evaluation of research, 
(2) organization of committee meetings, (3) research support for young researchers and organization 
of workshops for young researcher, (4) technical supports, (5) promotion of international 
collaboration and international exchanges, (6) outreaches and public relations. Through these 
activities, we accomplished many projects of stem cell aging and aging-related disorders. Many young
 PIs successfully promoted themselves. We also succeeded to created a good community for this 
research field.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「加齢に伴う疾患は、様々な組織幹細胞における加齢変化をベースに、多様な抗老化システムの破綻によって起
こる」との仮説のもと、「ステムセルエイジングが加齢に伴う組織・臓器の機能低下や疾患発症にどのように関
与するのか」について体系的に研究を推進した。その結果、多くの幹細胞エイジングの実態とその機序が明らか
になるとともに、幹細胞エイジングと疾患の関連についても多くの発見があった。領域内での共同研究も活発に
行われ、「ステムセルエイジングと疾患」という学術的基盤とコミュニティーが形成されたと評価している。広
報活動も積極的に行い、加齢に関連する社会的ニーズに対応する研究分野として認知されつつある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 加齢に伴い発症する疾患には、組織の生理的変化である老化が深く関与する。超高齢社会に
急増する加齢関連疾患に対応し健康長寿を実現するためには、生理的な老化と加齢関連疾患の
統合的な理解が必須である。このような中、近年の幹細胞研究の目覚ましい進歩は、多くの組
織が幹細胞システムによる絶え間のない再生機転により維持されていることを明示した。一方、
不老と考えられてきた幹細胞には寿命があり、幹細胞あるいは幹細胞ニッチの加齢変化（ステ
ムセルエイジング）が、加齢関連疾患の重要な要因であることが明らかになりつつあった。そ
こで、新しい幹細胞研究の成果を基盤に、“ステムセルエイジング”という視点から老化、加
齢関連疾患を検証し、『老いと病』という今日的命題の解決に挑むために、領域の異なる多様
な研究者が結集し、超高齢社会のニーズに対応した新学術領域を立ち上げた。 

 

２．研究の目的 

 本総括班の目的は、本学術領域を成功に導くために、計画研究と公募研究に、幹細胞や老化・
疾患研究に携わるすぐれた研究者を結集し、有機的な連携を促すことである。公募研究では若
手研究者を積極的に採択し、「ステムセルエイジングと疾患」研究の次世代を担う研究者の育
成に努める。研究の推進のために、領域内における研究に対して、ゲノム・エピゲノム解析や
代謝解析、幹細胞培養、数理モデル解析の支援を行う。また、領域全体会議や公開シンポジウ
ム・ワークショップを開催し、幹細胞と老化・疾患研究融合のための学際的な情報交換の場と
して提供する。さらに、海外のエイジング研究拠点との連携も強化し、本領域の活性化を推進
する。 
 
３．研究の方法 

 本領域では、幹細胞研究と老化研究、疾患研究からのアプローチを統合し、「ステムセルエ
イジングと疾患」研究を体系的に推進し、『老いと病』という今日的命題の解決に挑む。この
目的達成のため総括班では以下の活動を行う。 
1) 領域の統括・調整・評価： 本学術領域の活動を統括し計画を立案する。また、本研究分野
に精通する評価委員会メンバーを総括班会議ならびに領域全体会議に招聘し、本研究領域の運
営・研究の方向性に対する評価や助言を求め、その結果をもとに領域内の調整を行う。 
2) 領域会議・シンポジウムの開催： 各年度領域全体会議を開催し、領域研究の進捗状況を確
認するとともに、公開の国際シンポジウムを 3年目と最終年度に開催し、学際的な情報交換の
場とし、領域研究の活性化を図る。 
3) 若手研究者の育成： 公募班員などの若手研究者を支援するため、若手ワークショップを 2
年目と 4年度に開催し、情報交換と共同研究を推進する。若手ワークショップにおいて技術講
習会も同時に開催し、領域内研究者の有する特殊技術を領域内で共有する。 
4) 技術支援： 領域内における研究、特に、若手研究者の研究に対して、ゲノム・エピゲノム
解析や代謝解析、幹細胞培養、数理モデル解析の支援を行う。 
5) 海外のエイジング研究拠点との連携： 海外連携委員会が中心となり、海外研究拠点との連
携を進める。特に、ハイデルベルグ大学 Anthony Ho博士と須田が参画する SyStemAge (EU)と
情報交換をし、国際的連携を図る。 
6) 広報活動： 研究内容やその成果を Web上の領域ホームページなどを通して、外部の研究者
や社会へと発信する。またメールや出版物を通じた班員間の情報交換の推進を行う。 
 
４．研究成果 
1) 領域の統括・調整・評価、領域会議の開催： 本学術領域の活動を統括し計画を立案した。
また、本研究分野に精通する評価委員会メンバーを総括班会議ならびに領域全体会議に招聘し、
本研究領域の運営・研究の方向性に対する評価や助言を求め、その結果をもとに領域内の調整
を行った。これまでに 7 回の総括班会議と 5 回の領域班会議を行っている。また、領域全体会
議においては、領域研究の進捗状況を確認するとともに、学際的な情報交換の場とし、領域研
究の活性化を図った。H28 年度は公開の領域全体会議と国際シンポジウムを東京大学で開催予
定した（6 月）。岩間が幹事として主催する第 15 回幹細胞シンポジウムで特別セッションを行
う実施した。また、第 16 回幹細胞シンポジウムを本学術領域との共催として開催した。また、
他の新学術研究領域との交流を図るために、H28 年度は、新学術領域 「生殖エピゲノム」と合
同で領域班会議（11/16-17）を開催し、情報交換と共同研究を推進した。 
2) 若手研究者の育成： 本領域の班員（計画・分担 12 名、公募 19 名）の採択時の平均年齢は
45.4 歳であり、40 歳以下の計画代表者が 2 名、公募研究代表者は 6 人である。公募班員などの
若手研究者を支援するため、若手ワークショップを H27, 29 年度に開催し、情報交換と共同研
究を推進した。また、他の新学術研究領域との交流を図るために、H28 年度は、新学術領域 「生
殖エピゲノム」と合同で若手ワークショップ（7/27-29 別府）を、H29 年度は、「細胞競合」
と若手ワークショップを開催する予定した。 

3) 技術支援： 領域内における研究、特に、若手研究者の研究に対して、ゲノム・エピゲノム
解析や代謝解析、幹細胞培養、数理モデル解析の支援を行った（RNA シークエンス、単一細胞



RNA シークエンス、ChIP シークエンス、ATAC シークエンス、全エクソンシークエンス、代
謝解析、数理解析モデル支援、加齢マウスの分与、遺伝子改変マウスの領域内分与など）。 
4) 海外のエイジング研究拠点との連携・国際交流支援： 海外連携委員会が中心となり、
SyStemAge (EU)の年会に参加する等、海外研究拠点との連携を進めた。さらに、H27 年度から
開始になった国際活動支援班を通して、若手研究者の派遣と招聘、ならびに海外連携機関の PI

の招聘など、海外連携の強化と若手育成を進めている。 
5) 広報活動： 一般向けセミナー・市民公開講座等 38 件、プレスリリース 17 件、新聞報道
65 件、テレビ報道 20 件、インターネット報道等 63 件、News letter・広報誌等は 6 件であり、
積極的に広報活動をしてきたものと評価している。研究内容やその成果を Web 上領域ホームペ
ージやニュースレターの発行（H27, 30 年度）などを通して、外部の研究者や社会へと発信する
とともに、一般向けあるいは高校生向けの講義や研究室受け入れ、公開講座などで合計 26 件の
啓蒙活動を行った。また、第 68 回日本細胞生物学会でシンポジウムを共催（H28 6/16）など学
会等のシンポジウムの開催を 30 件行ってきた。 
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